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修学旅行豪雨による延期もありましたが、修学

旅行実施することができました。６年生にとって、深く心に
残る「感動の2日間」となったようです。様々な体験を通し
て多くの価値を実感し、自分や仲間との関わりについて深
く考える姿に、最高学年としての頼もしさを感じました。平和
学習の講師の方からいただいた「平和、それは平凡の繰
り返しの連続」という言葉を、これからの生活で、どのように
形にしていくか今後の歩みがとても楽しみです。長崎の空
も、6年生の成長を後押ししてくれているかのようでした。こ
の一学期は行事が目白押しでしたが、皆様にはその都度、
温かいご理解とご支援をいただき本当にありがとうございま
した。おかげさまで、登立小の「のびっ子」たちの笑顔が弾
ける、素晴らしい春夏となりました。盛夏を迎え、子どもたち
がさらに逞しく成長する夏となることを願っております。

学校運営協議会委員の方々にご来校い
ただき、教育目標をはじめとする学校経営についてご承
認をいただきました。また、のびっ子の学校生活をご参
観いただいたほか、6年生との懇談の時間も設け、児童会
活動や学校生活の様子について、のびっ子の成長につな
がる貴重なご助言をいただきました。のびっ子たちも私
たち教職員も、多くの方々に支えられている登立小学校
であることを改めて実感する時間となりました。いただ
いたご意見やご助言をこれからの学校づくりに反映し、
これからも「地域とともにある登立小学校」を築いてま
いります。

会長 山下 勝市様（再任）

委員 山川 清英 様（再任）

委員 千原菜穂子様（再任）

委員 桑原 勝彦様（再任）

委員 須﨑 和代様（再任）

委員 水野麻理子様（再任）

委員 千原 健晴様（再任）

委員 野村 浩美様（新任）

学校運営協議会委員の皆様方
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交流活動「ともにささえあおう」の一コマ
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５年生環境学習「稚魚放流」の一コマ



のびっ子の輝き Ｎoboritate.es
School life scene

ＰＴＡ主催の教育講演会が開催されまた。今回
は吉村静代さん、永田忠幸さん（ＮＰＯ法人「益城だい
すきプロジェクト・きままに」）を講師にお迎えし、
「熊本地震から学んだこと・伝えたいこと」をテーマに
お話いただきました。「なんでもない毎日が宝もの」と
いうお言葉が印象に残りました。心に深く刻んでいきた
いと思います。「助け合い、思いやり、やさしさ」を言
動に表し、感じる社会を築いていきたいものです。

のびっ子で交流活動を進めました。活動テーマ

「ともにささえあおう」をもとに、みんなで楽しく交流
しました。互いのことを知ったり、ふれあったりしなが
ら共に支え合うことについて学ぶ時間を過ごしました。

「のびっこじまん発表会」がありま

した。ダンスや歌の自慢発表、今回は自作の獅子舞披
露もありました。発表したのびっ子たちはオーディ
ションを経てステージに立ちました。どれも素晴らし
い完成度でした。みんなの歌や踊りに合わせて拍手で
盛り上がりました。次回が楽しみです。表現する心も
ぐんぐん高まっているのびっこたちです。翠

人権集会を開きました。自分の中にある人権、友

だちにもある人権を自分たちの目でしっかりと見つめた
のびっ子たちでした。みなさん、風船みたいに大きく膨
らませ、萎むことのない人権意識を生活の中でいかして
いけるのびっ子をめざしましょう。

６年生が歴史学習を進めています。「戦時中の

人々の生活」をテーマに、当時の子供たちの生活実態を
学んだのびっ子たちです。上天草高校から日本史担当の
矢田部先生をお迎えし、一時間みっちりと学びを深めま
した。多くの資料を提示いただき、資料活用の力を使い
ながら知識を獲得していったのびっ子たちでした。深い
学びの体験ができた時間ともなりました。矢田部先生、
ご指導ありがとうございました。

給食試食会を行い

ました。一学期は１年生と５年
生です。いつもと違った給食
の時間に、のびっ子たちも大
喜びでした。食欲もいつもより
旺盛でした。ご来校いただい
た保護者の皆様、登立小の
給食はいかがだったでしょうか。

校内への不審者の侵入を想

定して避難訓練を行

いました。大声とともに校内は
緊張した空気が流れました。
全員が担任の指示通りに動
き、教室の出入り口に鍵をか
け、侵入を防ぎました。あって
ならないことですが、備えは確
実でありたいと思います。
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着衣水泳活動

にすべてののびっ
子が参加しました。
水の事故を防ぎ、
命を守る術を学ぶ
機会となりました。
ご指導いただいた
北消防署員の方々
に心より感謝申し
上げます。 １年生の試食会の様子


